
（趣
旨
）

嘉
麻
市
自
治
基
本
条
例

第
３２
条
第
１
項
の
規
定
に

基
づ
き
、
住
民
投
票
の
実

施
に
関
し
必
要
な
事
項
を

定
め
る
た
め
、
嘉
麻
市
住

民
投
票
条
例
を
制
定
し
ま

す
。

※

（住
民
投
票
の
実
施
）

第
３２
条
　
市
長
は
、
市

政
に
関
わ
る
重
要
事
項

に
つ
い
て
、
広
く
市
民

の
意
思
を
把
握
す
る
た

め
、
住
民
投
票
を
実
施

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
　
住
民
投
票
の
実
施

に
関
し
必
要
な
事
項
は
、

別
に
条
例
で
定
め
る
も

の
と
す
る
。

３
　
市
民
、
議
会
及
び

市
長
等
は
、
住
民
投
票

の
結
果
を
尊
重
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

（住
民
投
票

の
請
求
資

格
者
）

嘉
麻
市
の
議
会
の
議
員

及
び
市
長
の
選
挙
権
を
有

す
る
者
で
す
。

※
住
民
投
票
の
発
議
は
…

○
市
長
に
よ
る
発
議

○
議
員
定
数
の
１２
分
の

１
以
上
の
発
議

（要
議
決
）

○
選
挙
権
を
有
す
る
者

５０
分
の
１
以
上
の
者

に
よ
る
発
議

（要
議
決
）

但
し
、
３
分
の
１
を

超
え
た
と
き
は
議
決

を
要
し
な
い
。

（投
票
運
動
）

投
票
運
動
は
自
由
で
す

が
、
買
収
、
脅
迫
等
に
よ

り
、
投
票
人
の
自
由
な
意

思
が
拘
束
さ
れ
る
も
の
で

あ

っ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

（住
民
投
票

の
成
立

要

件
）住
民
投
票
は
、　
一
つ
の

事
案
に
投
票
し
た
者
の
総

数
が
投
票
資
格
者
数
の
２

分
の
１
に
満
た
な
い
と
き

は
成
立
し
ま
せ
ん
。

た

こ
の
場
合
、
開
票
作
業
は

行

い
ま
せ
ん
。

（住
民
請
求
等
の
制
限

期
間
）
こ
の
条
例
に
よ
る
住
民

投
票
が
実
施
さ
れ
た
場
合
、

２
年
間
は
同

一
又
は
同
趣

旨
の
事
案
に
つ
い
て
、
発

議
や
請
求
は
で
き
ま
せ
ん
。

冷

（主
な
質
疑
）

質
　
圭謂
求
資
格
者
の
年
齢

を
１８
歳
以
上
と
す
る
こ

と
や
、
永
住
外
国
人
を

含
め
る
こ
と
な
ど
を
検

討
し
な
か
っ
た
の
か
？

匁
口
　
議
論
は
し
た
が
、
請

求
資
格
者
も
発
議
者
と

表
裏

一
体
の
も
の
で
あ

る
必
要
が
あ
る
と
考
え

て
い
る
。

質
　
投
票
総
数
が
投
票
資

格
者
数

の
２
分

の
１
を

切

っ
た
場
合

で
も
開
票

す

べ
き
で
は
な

い
か
。

欠
口
　
民
意
を
反
映
す
る
た

め
２
分

の
１
を
基
準
と

し
て
い
る
。

―
―
―
―
―
ウ

開票作業を行い、有効投票
の過半数を住民投票の結
果とする。

住民投票は、成立しない
ものとし、開票は行わな
い。

1投票数が投票資格 投票数が投票資格 :

者数の 2分の 1を :

者数の 2分の 1を
超えた場合 〈

曰
　
一

場

一―
―
―
十

い

一

な

一

え

¨

超

一

要議決
※否決の時、
住民投票は

ありません。

～住民投票の流れ～

・議員

(定数の 12分の 1以上)
・選挙権を有する者

(50分の 1以上 )

(発議)

市長

・選挙権を有する者

(3分の 1を超える場合)

議会だよりかまし(19号 )


